
 

自衛隊による役場の除染の結果 
 

１．概要  

○ 本格的な除染の実施に当たっては、除染の前線基地となり自治体の行政機能の

中心である役場をまず除染し、除染を進める上での計画作りや連絡調整を行うた

めの最小限の役場の機能を回復させることが最優先。 

○ このため、来年１月以降に行う環境省による先行的な除染事業の一部を前倒し

して実施することとし、緊急的な対応として自衛隊（福島市及び郡山市に所在す

る陸上自衛隊６師団の部隊を主力とする約 900 名）が 12 月７日から 12 月 19 日ま

での約２週間をかけて警戒区域及び計画的避難区域内の４役場（楢葉町、富岡町、

浪江町、飯舘村）の除染を実施。 

○ なお、除染の実施に当たっては、環境省が委嘱した除染活動推進員（東京電力

及びその関連企業の社員から構成）が、モニタリング、除染技術、排水処理、廃

棄物管理等について協力を実施。 

 

２. 実施内容  

 

① 実施場所 

（１） 楢葉町役場 【警戒区域】    （除染対象面積 5,500 ㎡） 

（２） 富岡町役場 【警戒区域】    （除染対象面積 19,380 ㎡） 

（３） 浪江町役場 【警戒区域】    （除染対象面積 14,850 ㎡） 

(４)  飯舘村役場 【計画的避難区域】 （除染対象面積 15,020 ㎡） 

 

② 実施期間  12 月７日（水）～12 月 19 日（月） 

 

③ 除染方法 

 アスファルト舗装：ブラッシング＋高圧水洗浄（浪江町のみ、一部クレ

ンザーを使用） 

 石畳舗装：石の隙間の泥・苔の除去、ブラッシング＋高圧水洗浄 

 植栽部：除草、芝生・落葉除去（高線量部分は表土除去）、一部植え込み

伐採 

 側溝：汚泥除去、ブラッシング＋高圧水洗浄 

 建物：屋上、ベランダ、非常階段の清掃、高圧水洗浄（富岡については、

ベランダ部砂利除去） 

 

④ 除染結果 

 地上１m での除染前後の空間線量率の変化は表１のとおり。 

 地上１m での空間線量率の低減率の最大値は芝地で 78％（飯舘村 4.39→

0.96 マイクロシーベルト毎時）。 
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表１ 除染前後の空間線量率の変化 

町村 除染エリア 

線量（1m） 

マイクロシーベル

ト毎時（μSv/h） 
％ 

除染前 

（平均） 

除染後 

（平均） 

低減率 

（平均） 

楢葉町 

アスファルト 0.77 0.50 35% 

車庫（屋根下） 0.47 0.35 26% 

建物（屋上） 0.29 0.24 17% 

建物近傍 0.41 0.32 22% 

富岡町 

アスファルト 7.75 3.97 49% 

駐車場芝面 9.62 2.65 72% 

インターロッキング 

・コンクリートタイル 
5.80 2.46 58% 

植栽 8.30 4.18 50% 

芝地 8.70 2.27 74% 

砂利 5.59 1.33 76% 

建物（屋上） 5.74 3.57 38% 

建物近傍 2.91 1.88 35% 

浪江町 

アスファルト 0.50 0.33 34% 

インターロッキング 0.53 0.39 26% 

建物（屋上） 0.32 0.25 22% 

建物近傍 0.35 0.32 9% 

飯舘村 

アスファルト 2.94 1.96 33% 

歩道(石畳) 3.41 1.78 48% 

植栽 4.08 1.92 53% 

草地 4.24 1.52 64% 

芝地 4.39 0.96 78% 

笹 2.35 1.18 50% 

ウッドチップ舗装 3.86 2.79 28% 

建物近傍 2.12 1.25 41% 

 

 

⑤ 廃棄物の現地保管の状況 

 除染により発生した廃棄物は、環境省「除染関係ガイドライン 第４編 

除去土壌の保管に係るガイドライン」に準じ、町村指定の場所に現地保

管場所を設置し搬入。 

 廃棄物を詰めたフレキシブルコンテナ（１トン土嚢）の線量計測を実施。 

 現地保管場所周辺の空間線量率はバックグランド程度であることを確認。 


